
１．趣　旨

２．主　催　石川県、（公財）石川県県民ボランティアセンター

３．詳　細　※①と②で内容（予定）が異なります。両日の受講も可能です。

　①日　程：令和５年２月１２日（日）　９：３０～１２：0０

　 　会　場：石川県地場産業振興センター本館　第７研修室（金沢市鞍月２丁目１番地）

コーディネーター：（特非）にいがた災害ボランティアネットワーク　理事長　李　仁鉄　氏

講師：（特非）にいがた災害ボランティアネットワーク　理事長　　李仁鉄　氏　　ほか

　②日　程：令和５年２月１９日（日）　９：３０～１２：0０

　 　会　場：金沢未来のまち創造館２階　多目的室１（金沢市野町３丁目１番地）

講師：（特非）にいがた災害ボランティアネットワーク　理事長　　李仁鉄　氏

コーディネーター：（特非）にいがた災害ボランティアネットワーク　理事長　　李仁鉄　氏

パネリスト：令和４年８月大雨で活動した災害ボランティアコーディネーター

４．受講対象者　石川県災害ボランティアコーディネーターに登録されている方、

県・市町社会福祉協議会職員、市町ボランティア担当課職員

５．受講定員　各回３０名（※定員に達し次第、募集を締め切ります。）

６．受講料　無料

７．申込締切　令和５年２月６日（月）

８．申込方法

＜申込先＞

公益財団法人　石川県県民ボランティアセンター（石川県県民文化スポーツ部県民交流課内）

TEL 076-225-1365 / FAX 076-225-1363　/　Mail newnpo@pref.ishikawa.jp

②　2/19（日）受講希望回 ①　2/12（日）

下記の参加申込書に必要事項をご記入のうえ、郵送、ＦＡＸまたはｅ－ｍａｉｌにてお申し込み下さい。
電話でのお申し込みも承っております。

災害ボランティアコーディネーターフォローアップ研修会参加申込書

  　　　　　　  （２）　災害ボランティアコーディネーターの役割・対応（パネルディスカッション）

  　 内　容： （１）　被災者に寄り添った支援、ボランティアセンターの運営方法（演習）

　平成１９年に本県で発生した能登半島地震や平成２３年の東日本大震災では、災害時のボランティア活動が
機動的、効果的に行われるためにボランティアを受け付け、活動の割り振り等を調整（コーディネート）する「災
害ボランティアコーディネーター」が被災地の復旧に寄与しました。
　また、昨年は新型コロナウイルスの感染症が拡大する中で、県内でも豪雨災害などが発生し、多くの災害ボ
ランティアコーディネーターの方に活動していただきました。災害現場での災害ボランティアコーディネーターの
役割を改めて確認していただくため、今年度も標記研修会を開催いたします。

FAX又は
メールアドレス

  　　　　　　  （２）　今後の災害ボランティアコーディネーター活動について

  　 内　容： （１）　災害ボランティアコーディネーター活動で感じた課題解決に向けて

フリガナ

氏名

連絡先

住所
〒　　　－

電話又は
携帯電話


